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①要約： 

このアイデアは、電話会議の音声を分析し、話者の識別と話した内容の解析を自動化する

技術に関するものです。 

 

②目的： 

このアイデアは、電話会議や顧客とのインタラクションをより効果的に活用し、情報を抽

出してビジネスの意思決定や営業活動に活用することです。この技術は、音声分析と自動

識別のアルゴリズムを組み合わせて、複数の話者の音声を解析し、誰がいつ話したかを推

定することで実現されます。これにより、電話会議のテキスト化やセールスデータの分析

が可能になります。 

 

③新規性④独自性： 

このアイデアの新規性と独自性は、会議中の複数の話者を自動的に識別し、音声データと

結びつけるという点にあります。また、会議ソフトウェアなどで提供されるメタデータ形

式の利用や音響特徴の抽出など、独自の手法が組み込まれています。特許出願が行われて

おり、他の企業による同様の技術が開発される可能性があると考えられます。 

 

⑤経済価値： 

このアイデアの経済価値は、コロナ禍以降で増えている電話会議の需要に対応しており、

多くの企業や個人が利用する可能性があります。特に顧客とのやり取りやセールス活動に

おいて、会話データを分析して有用な情報を抽出することで、営業効率や成約率を向上さ

せることができます。また、取引のリスクや顧客の関心事を把握し、ビジネスの意思決定

に活用することも可能です。市場規模も大きく、経済的価値が高いと考えられます。 


